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電子血圧計
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倒
れ
て
か
ら
で
は
お
そ
過
ぎ
る

／
—
元
氣
な
と
き
か
ら
血
圧
管
理
を

健
康
隣
組
い
よ
い
よ
発
足

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
、つあ

祉
の
基
本
は
ま
ず
健
康
か
ら
と
い
こ

と
で
、
本
年
度
の
保
健
部
会
の
文
目

玉
活
動
と
し
て
、
従
来
の
不
幸
組
を
単

位
に
し
あ
わ
せ
な
健
康
隣
組
を
つ
く

り
、
自
分
で
手
軽
に
測
れ
る
電
子
血
圧

計
を
貸
し
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
―
つ
の
電
子
血
圧
計
を
隣
近
所

で
利
用
し
合
い
、
自
分
の
血
圧
を
記
録

す
る
活
動
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
自
分

の
健
康
は
い
つ
も
自
分
で
気
を
つ
け
、

成
人
病
の
発
病
を
未
然
に
防
ぐ
知
恵

を
つ
け
て
貰
お
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
は
、
こ
の
記
録
を
治

療
の
参
考
に
し
て
貰
い
、
保
健
婦
さ
ん

も
こ
の
記
録
を
参
考
に
し
て
、
生
活

指
導
を
し
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
人
に
合
う
と
、
「
お
元
気
で

す
か
」
、
「
御
気
嫌
は
如
向
で
す
か
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
す
。

お
互
い
の
健
康
は
、
隣
近
所
の
お

互
い
で
気
を
つ
け
あ
っ
て
生
き
て
き

た
大
昔
の
習
慣
が
あ
い
さ
つ
の
言
葉

に
な
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ス
ト
レ
ス
（
精
神
的
な
緊
張
）
の

多
い
現
代
を
無
病
息
災
で
元
気
に
生

き
ぬ
く
た
め
に
は
、
単
な
る
あ
い
さ

つ
だ
け
で
な
く
新
し
い
形
で
の
健
康

づ
く
り
実
践
活
動
が
是
非
必
要
で
す
。

あ
な
た
も
隣
近
所
の
人
達
と
相
談

し
て
、
健
康
隣
組
を
結
成
し
病
気
に

な
ら
な
い
運
動
に
御
参
加
下
さ
い
。

相
談
が
ま
と
ま
っ
た
ら
、
部
落
長

さ
ん
を
通
じ
て
、
肱
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
（
役
場
町
民
課
）
へ

登
緑
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

健
康
隣
組
結
成
の
条
件
や
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ー
、
加
入
資
格

肱
川
町
内
に
在
住
す
る
三

0
オ
以

上
の
町
民
。
但
し
、
血
圧
管
理
が
必

要
で
、
特
に
希
望
す
る
人
は
、
二
九

才
以
下
で
も
加
入
で
き
る
。

2
、
組
織
の
単
位

隣
近
所
で
声
を
か
け
合
え
る
範
囲

で
、
お
お
む
ね
一

0
戸
前
後
が
適
当
。

3
、
保
健
推
進
員
の
推
せ
ん

一
組
に
二
人
づ
つ
。

4
、
結
成
方
法

主
旨
に
賛
同
し
た
も
の
か
ら
ま
ず

結
成
し
、
自
然
に
そ
乃
綸
を
広
げ
、
決

5
、
活
動
内
容

①
電
子
血
圧
計
に
よ
る
血
圧
記
録

と
管
理
。

②
腰
痛
予
防
体
操
の
習
得
と
実
践
゜

③
成
人
病
予
防
の
知
織
習
得
。

④
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
研
究
と

実
践
゜

⑤
成
人
病
を
防
ぐ
薬
草
の
研
究
と
、

情
報
交
換
。

⑥
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
精
神
生

活
。

6
、
命
名

健
康
隣
組
に
は
、
自
分
達
で
適
当

な
名
前
を
つ
け
て
貰
っ
て
結
構
で
す
。

隣
組
の
登
録
が
済
み
ま
し
た
ら
一
組

に
一
個
の
電
子
血
圧
計
を
貸
し
出
す
と

同
時
に
、
四
回
に
わ
た

っ
て
成
人
病

予
防
の
た
め
の
基
礎
学
習
を
行
い
ま
す
。

して強制しない。
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ま
た
、
各
世
帯
に
一
袋
つ
つ
健
康

づ
く
り
資
料
の
保
存
袋
（
ヘ
ル
ス
バ
ッ

グ
）
を
配
付
し
ま
す
。

そ
の
他
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

色
々
な
テ
キ
ス
ト
や
資
料
を
学
習
の

度
に
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
電
子
血
圧
計
の
購
入
費
用

約
六

0
万
円
は
、
肱
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
ま
ご
こ
ろ
金
庵
か
ら
支
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の

”
ま
ご
こ
ろ
金
庫
“
は
、
香

殿
返
し
な
ど
、
肱
川
町
社
協
へ
寄
せ

ら
れ
る
篤
志
寄
附
金
を
も
と
に
し
て

本
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

四
回
に
わ
た
る
隣
組
の
基
礎
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

元
気
な
う
ち
か
ら
隣
組
に
参
加
し

て
、
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
る
知

恵
と
習
慣
を
身
に
つ
け
た
人
と
、
そ

う
で
な
い
人
と
で
は
、
将
来
、
一

0
年

も
二

0
年
も
元
気
で
長
生
き
で
き
る

か
ど
う
か
の
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◎
健
康
隣
組
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

0

「
な
む
だ
い
し
へ
ん
じ
ょ
う
こ
ん
ご

う
／
＼
」
高
知
県
窪
川
町
で
雨
の
中
を

へ
ん
ろ
の
実
習
。
「
よ
そ
の
家
の
門
に

立
っ
て
お
経
を
唱
え
‘
喜
捨
を
う
け
る

の
は
、
な
に
し
ろ
生
れ
て
始
め
て
の
こ

と
な
の
で
胸
が
ど
き
ど
き
し
た
…
…
。
」

お
四
国
学
級
第
三
組
二
三
名
は
四
年
目

の
最
終
年
度
、
土
佐
十
六
ヵ
寺
と
伊
予

五
ヵ
寺
を
無
事
に
順
拝
し
て
卒
業
。

(
%
1
%） 

0

み
に
く
い
顔
の
小
女
泥
か
ぶ
ら
は
‘

旅
の
老
法
師
か
ら
「
自
分
の
顔
を
恥
じ

な
い
こ
と
。
ど
ん
な
時
に
も
に
っ
こ
り

笑
う
こ
と
。
人
の
身
に
な
っ
て
思
う
こ

と
」
こ
の
三
つ
を
守
れ
ば
村
一
番
の
美

し
い
人
に
な
れ
る
と
教
わ
っ
た
。
や
が

て
け
ん
め
い
の
努
力
が
始
ま
る
…
…
。

舞
台
の
世
界
に
だ
ん
だ
ん
引
き
こ
ま

れ
、
思
わ
ず
眼
が
し
ら
を
押
さ
え
る
観

覧
者
。
観
劇
の
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
な
い

当
町
で
、
香
り
高
い
芸
術
に
ふ
れ
て
も

ら
お
う
と
公
演
に
取
組
ん
だ
川
上
商
工

会
青
年
部
の
勇
断
と
ご
労
苦
に
敬
意
。

蕊

新

制
作
座
肱
川
中
で
公
演
）

0
今
年
も
水
泳
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

九
ヵ
月
間
‘
ア
カ
、
ゴ
ミ
で
汚
れ
た
町

民
プ
ー
ル
は
‘
肱
川
中
一
・
三
年
生
の

洗
浄
作
業
で
ピ
カ
ピ
カ
に
へ
ん
し
ん
。

ザ
プ

ー

ン
と
い
つ
で
も

0
k
。

冠
町
民
プ
ー
ル
掃
除
）

0

若
物
に
暴
走
族
や
無
謀
運
転
が
あ
い

か
わ
ら
ず
の
こ
の
頃
、
肱
川
町
青
年
団

は
大
洲
警
察
署
か
ら
交
通
安
全
啓
発
活

動
の
功
績
で
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
。

（％） 
一
集
音
マ
イ
ク
一
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6月228投票 OOB選挙 r, 
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衆議院議員総選挙（最高裁判所裁判官国民審査）

参議院（地方区・全国区）議員通常選挙

投
票
の
順
序
は

衆
議
院
議
員
か
ら

第
三
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及

び
第
―

二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
票
は
六
月

二
二
日

（
日
）
に

行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
国
政
選
挙
は
、
八

0
年
代
に

入
っ
て
初
め
て
の
国
の
進
路
を
決
定

す
る
重
要
な
選
挙
で
す
。

し
か
も
史
上
初
の
衆
参
両
議
員
同

時
に
審
判
す
る
と
い
う
か
っ
て
例
の

な
い
国
政
選
挙
で
あ
り
、
重
大
な
意

義
と
責
任
の
重
み
を
も
っ
て
い
る
選

挙
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日
に
は
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投

票
に
参
加
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

投

票

日

六

月

二
二
日

（日）

投
票
時
間
午
前
七
時
か
ら
午
後

来
る
六
月
二

二
日

（
日
）
に
行
わ

れ
る
今
回
の
選
挙
は
四
つ
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

投
票
の
順
序
は
、
最
初
に
衆
議
院

議
員
と
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
を
同

時
に
渡
し
ま
す
の
で
こ
の
二
つ
の
投

票
を
す
ま
せ
、
次
に
参
議
院
地
方
区

を
別
の
記
載
台
で
記
載
し
投
票
し
ま

す
。
最
後
に
参
議
院
全
国
区
を
地
方

区
と
同
じ
記
載
台
で
記
載
し
て
投
票

六
時
ま
で
。
但
し
、
第
五
投
票
所
（
中

津
集
会
所
）
第
七
投
票
所
（
中
居
谷

集
会
所
）
は
午
後
五
時
ま
で

開
票
日
六
月
二
三
日
（
月
）

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
投
票
順
序
に
な
り
ま

す
が
、
記
載
台
は
、
〔
衆
議
院
議
員
及

び
国
民
審
査
用
〕
と
〔
参
議
院
地
方

区
及
び
全
国
区
用
〕
と
ニ
ヵ
所
に
な

り
ま
す
。

投
票
箱
も
同
じ
く
〔
衆
議
院
議
員

及
び
国
民
審
査
用
〕
と
〔
参
議
院
地

方
区
及
び
全
国
区
用
〕
の
二
つ
と
な

り
ま
す
。

八0年代初の

大切な選挙

住宅や住宅用土地の不動産取得税が軽減される場合及ぴ軽減額

取得 の 区分 要 件 軽減額

住宅を建築 （新築未 一戸の床面積が165m’以下であって一平

ア 使用住宅の購入を含 方メートル当たり評価額が87,000円以下 最高限 105,000円

む。）した場合 のもの

1一戸の床面積が40m’以上165m'以下で

あって一平方メー トル当たり評価額が
47年以前に新築され

住
77,000円以下のもの

たもの

2取得の日前10年以内に新築されたもの
最高限 45,000円

宅 既存 （中古）住宅の 3譲渡人が譲渡日前 3年以上所有し、最 48年～50年に新築さ

イ 取得が右のすべての 近2年以内に自己が居住したことのあ れたもの

要件をみたす場合 るもの 最高限 69,000円

4譲受人が取得の日前 1年以内に自己所

有の住宅に居住したことがないこと 51年以後に新築され

5譲受人がその住宅に居住するものであ たもの

ること 最高限 105,000円

新築住宅用土地を取
上記アの住宅を土地の取得の日から 2年 45,000円または一定の

土 得した場合
以内に新築すること、または前 1年以内 方法により算定した

に新築していたこと 額
ウ

既存（中古）住宅用
上記イの住宅を土地の取得の日から 1年 45,000円または一定の

地
以内に取得すること、または前 1年以内 方法により算定した

土地を取得した場合
に取得していたこと 額

土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
場
合

に
は
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
次
の
表

の
要
件
を
み
た
す
住
宅
や
住
宅
用

土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の

取
得
の
日
か
ら
60
日
以
内
に
申
告

を
し
た
と
き
に
限
り
不
動
産
取
得

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
次
の
日
以
後
に

取
得
し
た
も
の
か
ら
必
要
で
す
。

建
築
さ
れ
た
住
宅
・
新
築
住
宅

用
土
地
の
場
合

55
年

7
月
1
日

既
存
（
中
古
）
住
宅
・
既
存
（
中

古
）
住
宅
用
土
地
の
場
合

55
年
4
月
1
日

申
告
書
は
、
県
の
地
方
局
、
法

務
局
、

町
役
場
等
に
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
、
該
当
欄
に
記
載
し
て
、

町
役
場

（
税
務
課
）
へ
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
町
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

不
動
産
取
得
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す



広 報 ひ じ ヵ~ ゎ 55. 6. 18(4) 

愛
媛
県
を
主
会
場
と
し
て
四
国
四

県
で
開
か
れ
る
、
昭
和
五
五
年
度
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ま
で
あ

と
四

0
日
と
な
り
ま
し
た
。

当
町
鹿
野
川
湖
で
は
、
四
六
年
に

次
い
で
ボ
ー
ト
競
技
が
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
お
よ
そ
一
、
三

0
0
人
の
参
加

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町
で
は
、
実
行
委
貝

会
を
設
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
鹿
野
川
湖
畔
に
建
設
さ
れ

て
い
る
艇
庵
も
今
月
中
に
は
完
成
す

る
予
定
で
す
。

こ
の
梃
庫
は
、
鉄
骨
二
階
建
で
延

面
積
三
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工

費
一
、
ニ
―

0
万
円
で
、
愛
媛
県
体
育

協
会
が
建
設
す
る
も
の
で
す
。

一
階
は
ポ
ー
ト
が
一
八
梃
収
容
で

き
る
艇
庫
、
二
階
は
広
間
に
な
っ
て

お
り
合
宿
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

9
 

ー
ユ

当
町
に
お
け
る
国
土
調
査
（
地
籍

調
査
）
事
業
は
、
昭
和
四
一
年
に
着

手
し
て
以
来
、
一
四
年
の
歳
月
を
経

て
、
五
五
年
三
月
、
全
町
に
わ
た
る

事
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
事
業
の
完
了
を
祝
し
て

五
月
ニ
―
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
肱

川
町
公
民
館
に
お
い
て
、
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
各
地
域
で
、
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
国
土
調
査
協
力
委
員

を
は
じ
め
、
町
内
外
の
関
係
者
約
一

三

0
人
が
列
席
し
、
本
事
業
推
進
に

と
く
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
一
〇
六

人
の
協
力
委
員
と
、
専
門
工
程
の
作

業
に
あ
た
っ
た
協
力
会
社
三
社
に
対

し
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

な
ど
、
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
の
完
了
を
記
念
し
て

記
念
誌
「
国
土
調
査
の
あ
ゆ
み
」
を

発
刊
し
、
各
戸
へ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
調
査
（
地
籍
司
査
）
事
業
の

55
総
体
ま
で
あ
と
四
O
B

鹿
野
川
湖
で
漕
艇
選
手
権
大
会

―-
9亀^

と
こ
ろ
で
、
八
月
に
開
か
れ
る
漕

艇
選
手
権
大
会
に
は
、
各
県
の
優
勝

ク
ル
ー
が
参
加
し
ま
す
が
、
愛
媛
県

は
地
元
開
催
地
と
い
う
こ
と
で
、
県

予
選
で
優
勝
、
準
優
勝
し
た
八
ク
ル
ー

が
出
場
い
た
し
ま
す
。

四
六
年
同
様
、
地
元
勢
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

愛
媛
県
の
出
場
ク
ル
ー
（
高
校
）

●
男
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

今
治
南
高
校
、
宇
和
島
水
産
高
校

●
女
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

今
治
北
高
校
、
今
治
西
高
校

●
男
子
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア

今
治
北
高
校
、
宇
和
島
東
高
校

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

今
治
北
高
校
、
今
治
南
高
校

完
了
に
よ
り
、
町
内
の
す
べ
て
の
土

地
に
つ
い
て
、
正
確
に
実
測
さ
れ
た

地
図
が
作
成
さ
れ
、
正
確
な
面
積
等

が
記
載
さ
れ
た
地
籍
簿
が
、
完
成
し

た
わ
け
で
、
今
後
こ
れ
が
、
公
図
、

公
簿
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
個
人
の
財
産
の

五
月
一
日
に

国
土
調
査
完
了
記
念
式
典

維
持
管
理
の
上
で
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ

る
行
政
の
甚
礎
資
料
と
し
て
、
活
用

さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
月
は
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
で
地
盤
が
ゆ

る
ん
だ
り
、
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
が
け
地
の
近
く
や
、
山
地
を

切
り
開
い
て
家
を
建
て
て
い
る
場
合

な
か
で
も
こ
う
配
が
三

0
度
以
上
で

高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
が

け
地
附
近
は
要
注
意
で
す
。

が
け
崩
れ
災
害
は
、
一
瞬
に
し
て

人
命
、
財
産
を
う
ば
う
恐
し
い
災
害

で
す
。長
雨
や
豪
雨
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震

の
あ
と
の
雨
も
が
け
崩
れ
の
赤
信
号
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
ふ

だ
ん
か
ら
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
工
事
や
避
難
方
法
‘
避
難
場
所
な

ど
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

注
意
し
ま
し
ょ
う

ガ
ケ
崩
や
地
す
ぺ
り

た
だ
こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な

い
人
よ
り
七
倍
ぐ
ら
い
肺
が
ん

に
な
る
率
が
高
く
な
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
た
ば
こ
だ
け
が
原

因
で
は
な
く
、
大
気
汚
染
、
粉

じ
ん
や
有
毒
ガ
ス
な
ど
の
多
い

職
場
環
境
も
重
視
さ
れ
、
い
ま
、

非
常
な
勢
い
で
ふ
え
て
い
る
の

が
肺
が
ん
で
す
。

い
ま
ま
で
元
気
だ
っ
た
人
が
、

セ
キ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、

血
た
ん
が
出
る
、
や
せ
る
、
息

切
れ
が
す
る
な
ど
の
症
状
が
出

て
き
た
ら
、
た
ば
こ
を
吸
う
、

吸
わ
な
い
は
別
に
し
て
、
胸
部
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
し
か
し
こ
の
検
査
で
異

常
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら

と
安
心
は
禁
物
。
太
い
気
管
支

の
中
に
で
き
る

「中
心
型
肺
が

ん
」
の
疑
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
部
位
に
よ
っ
て
は
、
が
ん

が
か
な
り
進
行
し
て
も
、
セ
キ
、

血
た
ん
な
ど
の
症
状
を
現
わ
さ

ず
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
だ
け
に

異
常
が
発
見
さ
れ
、
結
核
と
ま

ち
が
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
四

0
歳
を

す
ぎ
た
ら
定
期
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
す
れ
ば
治
る
病
気
で

す。 肺
が
ん

-
―
口
医
学
一
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毎
年
、
六
月
を
迎
え
る
と
、
子
供

の
水
の
事
故
が
増
え
は
じ
め
、
夏
休

み
を
含
む
六
ー
八
月
の
三
ヵ
月
問
は
、

一
年
の
う
ち
で
も
水
に
よ
る
犠
牲
者

が
最
も
多
い
時
期
で
し
ょ
う
。

昨
年
の
六
ー
八
月
中
に
、
川
や
海
、

池
、
あ
る
い
は
用
水
路
な
ど
で
亡
く

な
っ
た
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
子
供

（
中
学
生
以
下
）
は
、
全
国
で
五
一
〇

人
を
数
え
て
い
ま
す
。

同
じ
時
期
に
交
通
事
故
で
亡
く
な

っ

た
子
供
二
七
六
人
に
比
べ
る
と
、
ほ
ぽ

二
倍
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
の
で
す
。

年
令
別
に
見
る
と
、
五
一

0
人
の

犠
牲
者
の
半
数
、
二
五
五
人
が
就
学

前
の
幼
児
で
す
。

こ
の
う
ち
八
割
近
い
二

0
三
人
が

用
水
堀
や
川
、
海
、
池
な
ど
に
「
転

落
し
て
＿
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
場
合
は
、
一
九
六
人
の

う
ち
、
水
泳
中
や
魚
を
と
っ
て
遊
ん

で
い
る
間
に
「
深
み
に
は
ま
っ
て
」

し
ま

っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
八

一
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
通
行
中
や
水
遊
び
中
の

「
転
落
」
が
四
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
で
は
、
五
八
人
の
う
ち
約

半
数
が
水
泳
中
に
「
深
み
に
は
ま
っ

た
」
り
、
「
波
に
さ
ら
わ
れ
て
」
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
の
事
故
の
約
七
割

が
、
保
護
者
（
同
判
者
）
が
そ
ば
に

い
な
い
と
き
に
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
と
く
に
水
遊
び
を
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら

子
供
の
遊
び
場
所
を
知
っ
て
お
き
、

危
険
な
場
所
に
は
子
供
た
ち
だ
け
で

行
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
保

9
.

｀9"・
 

交
通
事
故
の
ほ
ぼ
二
倍

子
供
の
水
の
犠
牲
者
（
 

犬
を
放
し
飼
い
に

し
て
い
ま
せ
ん
か

パ
る
さ
と
II

再
発
貝

部
落
長
さ
ん
が
町
内
視
察

護
者
の
配
慮
か
必
要
で
す
。

そ
の
は
か
、
子
供
を
水
の
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
と
く
に
次
の
よ
う
な

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

0

と
く
に
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
は
、

川
や
用
水
路
の
水
位
が
上
が
っ
て

お
り
危
険
で
す
。
子
供
を
近
づ
け

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
を
見
直
お

そ
う
」
と
部
落
長
さ
ん
が
町
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
借
り
切
り
、
五
月
一

六
、
一
七
日
の
両
日
二
班
に
分
か
れ

て
町
内
研
修
を
し
ま
し
た
。

部
落
長
さ
ん
が
二
三
人
、
ま
た
‘
肱

川
郵
便
局
の
亀
岡
局
長
さ
ん
に
も
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
農
構
事
業
や
小
規
模
基
盤
整
備

事
業
の
工
事
現
場
、
ま
た
、
小
数
深
谷

よ
か
っ
た
」

や
御
在
所
山
、
京
の
森
等
の
名
勝
地

を
大
本
公
民
館
長
の
案
内
で
見
学
し

ま
し
た
。

特
に
御
在
所
山
、
京
の
森
で
は
、

集
落
を
眼
下
に
し
て
、
郷
土
の
開
発

談
義
に
一
花
咲
か
せ
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
推
進
に
は
、
よ
り
一

層
大
所
高
所
に
立
っ
て
、
広
い
視
野

で
取
り
組
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す。
「
ほ
ん
と
に
、

研
修
で
し
た
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

゜
つ`〇
犬
の
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害

を
与
え
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
ま
す
。

②
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

つ`。

一
日

（
 

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

0

水
辺
に
い
る
と
き
は
、
子
供
か

ら
目
を
は
な
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

0

子
供
だ
け
で
危
険
な
水
辺
で
遊

ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
は
‘

ひ
と
声
か
け
て
注
意
し
、
安
全
な

と
こ
ろ
で
遊
ぶ
よ
う
に
し
む
け
る
。

〇
犬
は
い
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
絶
対
に
捨
て
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
い
ら
な
く
な
っ

た
犬

は
、
一
匹
五
百
円
で
買
上
げ
て

お
り
ま
す
。
毎
月
第
二
火
曜
日

午
前
十
時
ま
で
に
、
役
場
へ
出

し
て
下
さ
い
。
（
印
鑑
も
い
り

ま
す
。）

③
犬
に
は
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
犬
の
首
輪
に
、
犬
鑑
札
、
注
射

済
票
を
必
ず
つ
け
て
下
さ
い
。

④
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

0
生
後
九

一
日
以
上
の
犬
は
、
毎

年
一
回
役
場
ご
豆
録
申
請
を
し
、

鑑
札
を
も
ら
い
犬
の
首
輪
に
つ

け
て
下
さ
い
。

0
生
後
九
一
日
以
上
の
犬
は
、
毎

年
春
と
秋
の
二
回
、
予
防
注
射

を
う
け
、
注
射
済
票
を
も
ら
い

犬
の
首
輪
に
つ
け
て
下
さ
い
。

放
し
飼
い
の
犬
や
、
犬
鑑
札
、
注

射
済
票
を
首
輪
に
つ
け
て
い
な
い
犬

は
、
野
犬
と
み
な
し
処
分
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
以
上
の
こ
と
は
、
狂
犬
病

予
防
法
、
愛
媛
県
犬
の
危
害
防
止
条

例
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
違
反
し
た

場
合
は
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
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人 の 動

人 ロ
男

女

数

中

動

帯

月

異

世

5
の

き
前月比

4,011人(-2) 

1,985人(+1) 

2,026人(-3) 

1,100世帯(+2) 

（出生9、死亡6、転入7
饂 l2、その他。 ） 

（昭和55.5.31現在）

梅
雨
時
は
湿
気
が
多
く
、
気
分
も

イ
ラ
イ
ラ
し
が
ち
で
す
。

ま
た
雨
の
た
め
見
通
し
も
悪
く
‘

そ
の
う
え
路
面
が
滑
り
や
す
い
た
め

に
交
通
事
故
が
多
く
発
生
す
る
心
配

が
あ
り
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
人
は
、
歩
行
者
に

対
し
て
細
心
の
注
意
を
払
い
、
仮
に

歩
行
者
が
横
断
し
て
い
た
り
、
あ
る

い
は
、
車
道
を
歩
い
て
い
た
と
し
て

も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
こ
れ
に
接
触

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
車
を
運
転
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

雨
の
日
は
、
昼
間
で
も
視
界
が
制

限
さ
れ
、
ま
し
て
雨
の
夜
は
、
更
に

見
通
し
が
悪
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ぬ
れ
た
路
面
に
光
が
反

射
し
、
照
明
の
効
果
が
わ
る
く
な
る

な
ど
、
歩
行
者
に
気
付
く
の
が
遅
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
相
手
が
よ
け
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
甘
い
判
断
は
禁
物
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
は
ず
み
の
わ
き
見

運
転
や
前
方
を
よ
く
確
か
め
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
、
思
わ
ぬ
事
故
を
招

く
危
険
が
あ
り
ま
す
。

雨
の
日
に
は
、
特
に
慎
重
な
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。

歩
行
者
も
雨
の
日
は
遠
く
か
ら
で
も

見
や
す
い
で
き
る
だ
け
は
っ
き
り
し
た

明
る
い
色
の
雨
具
を
用
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
雨
の
日
に
か
さ
を
さ
し
て
自

転
車
に
乗
る
こ
と
は
、
風
や
自
動
車

の
あ
お
り
を
受
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
失

い
や
す
く
大
変
危
険
で
す
。

と
く
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
で
は
、
警
察
官
と
音
察
事

務
職
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

希
望
者
は
、
次
の
こ
と
を
参
考
に

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
警
察
官
（
大
学
卒
）

受
験
資
格
昭
和
二
八
年
四
月
二

日
ー
昭
和
三
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子
で
、
四
年
制
大
学

卒
業
者
ま
た
は
昭
和
五

六
年
三
月
に
大
学
卒
業

見
込
の
者

。

受

付

昭

和

五

五

年

六

月

二

五
日
ー
七
月
二
五
日

試

験

日

昭

和

五

五

年

八

月

三

日
（
日
）

愛
媛
県
警
察
官
・

事
務
職
員
を
募
集

梅
雨
時
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

本
年
四
月
一
四
日
か
ら
郵
便
貯
金

の
利
率
が
大
き
く
引
上
げ
ら
れ
ま
し

定
額
貯
金
は

預
け
替
え
た
方
が
お
徳

お年王当せん番号

A 組 0 6 3 1 0 2 

622727 
1等
共AB 組通 5 4 8 1 4 6 

7 3 9 1 2 2 

A 組 下 5けた
0 1 3 4 0 

2等
AB組 下5けた
共通 5 5 1 1 1 

3等
下 3けた

＂ 5 7 7、69 2 

4等 ＂ 
下2けた
4 1、61、81 

お
年
玉
賞
品
の

引
換
え
は
お
早
く

◎
警
察
事
務
職
員
（
上
級
職
）

受
験
資
格
昭
和
二
六
年
四
月
二

日
1
昭
和
三
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者。

受

付

昭

和

五

五

年

六

月

二

0
日
ま
で
。

試

験

日

昭

和

五

五

年

七

月

二

0
日
（
日
）

な
お
‘
く
わ
し
い
こ
と
は
、
大
洲

警
察
署
ま
た
は
鹿
野
川
、
宇
和
川
駐

在
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
賀
は
が
き
の
お
年
玉
賞
品
の
引

換
え
は
七
月
ニ
―
日
ま
で
で
す
。

ま
だ
賞
品
を
お
受
け
取
り
に
な
っ

て
な
い
方
は
早
目
に
引
換
え
て
く
だ

さ
い
。

上
鹿
野
川
富
永
美
千
也
さ
ん

長

女

可

愛

ち

ゃ

ん

上

鹿

野

川

竹

林

均

さ

ん

男

雅

司

ち

ゃ

ん

下

嵯

峨

谷

寺

岡

勝

信

さ

ん

男

貴

志

ち

ゃ

ん

嘉

城

上

田

毅

さ

ん

長
女
由
美
子
ち
ゃ
ん

肱

栄

周

藤

一

徳

さ

ん

長

女

忍

ち

ゃ

ん

嘉

城

中

岡

信

幸

さ

ん

長

女

愛

ち

ゃ

ん

下

鹿

野

川

栗

木

昌

次

さ

ん

長

女

麻

弥

ち

ゃ

ん

上

森

山

宮

本

正

三

さ

ん

女

瞳

ち

ゃ

ん

大

和

城

戸

健

也

さ

ん

男

倫

之

ち

ゃ

ん

こ。f
 こ
の
た
め
昭
和

五

0
年
―
一
月
四

日
か
ら
五
五
年
四

月
一
三
日
ま
で
に

お
預
け
に
な
っ
た

「
定
額
貯
金
」
は
、

預
け
替
え
さ
れ
た

方
が
お
徳
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
お
客
さ
ま
の
便
宜

を
お
は
か
ら
い
し
て
、
来
る
七
月
末

日
ま
で
に
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
四

月
一
四
日
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
預
け
替

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

協

生

兼

高

ツ

ル

ミ

さ

ん(86
オ）

大

和

水

本

キ

ヌ

ヨ

さ

ん(90
オ）

柳

中
村
忠
次
郎
さ
ん

(62
オ）

小

藪

上

田

安

盛

さ

ん
(78
オ）

中

津

下

崎

サ

ワ

ヨ

さ

ん(90
オ）

久

保

藤

尾

久

芳

さ

ん
(87
オ）

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

と
こ
ろ

と

き

七
月
一
四
日

三
一
時
ー
一
五
時

肱
川
町
公
民
館

〇
乳
児
健
康
相
談

え
の
取
扱
い
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

定
額
貯
金
証
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
っ
て
お
近
く
の
郵
便
局
へ
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時問

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

6月25日

7月5日

7月15日

7月25日

担当相談員

山中、宮本

都谷、祓田

戒野、森本

坂本、兵頭

相談員の自宅相談も受付けます


